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子ども・子育て支援事業計画における平成 28 年度施策の実施状況について 

計画第 5章 子ども・子育て支援施策の推進 

事業の評価 A（順調） B（概ね順調） C（やや遅れている） D（遅れている）

基本目標 1：子どもと子育て家庭を支援します 

（事業の評価） 

年度 Ａ（順調） B（概ね順調） C（やや遅れている） D（遅れている） 計 

27 
38 項目 6 項目 1 項目 0 項目 45 項目 
順調、概ね順調（98%） やや遅れている、遅れている（2%）  

28 39 項目 5 項目 1 項目 0 項目 45 項目
順調、概ね順調（98%） やや遅れている、遅れている（2%） 

（評価に変動のあった施策） 
No. 施策名 評価 評価が変更となった理由

上
昇
項
目

22
子育て支援 

グループへの支援 
Ｂ ⇒Ａ  

27 年度：3団体へ助成（総額 30,000 円） 
28 年度：5団体へ助成（総額 42,500 円） 

23
子育てサークル 
活動助成活動 

Ｂ ⇒Ａ  
27 年度：補助団体 13 団体 
28 年度：補助団体 22 団体 

24
育児サークルへの 
出前講座 

Ｃ ⇒Ｂ  
27 年度：出前講座 1回実施 
28 年度：出前講座 2回実施 

下
降
項
目

11
苫小牧市育英会・ 
交通遺児育英会事業 

Ｂ ⇒Ｃ  
27 年度：対象者 12名 
28 年度：対象者 8名 

32
乳がん・ 

子宮頸がん健診 
Ａ ⇒Ｂ  

子宮頸がん健診・乳がん健診ともに受診者は増
加しているものの、平成 28年度から受診率の
計算式が変更となり、受診率が低下したため。

（Ｃ 評価以下の施策） 
No. 施策名 評価 評価理由

11
苫小牧市育英会・ 
交通遺児育英会事業 

Ｃ  
31 年度目標：25人への支給 
28 年度：8人への支給 

評
価 Ｂ  Ｃ 評価が 1項目あるものの、概ね順調に施策を実施できた。 

資料２
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基本目標 2：仕事と子育ての両立を支援します 

（事業の評価） 

年度 Ａ（順調） B（概ね順調） C（やや遅れている） D（遅れている） 計 

27 
4 項目 6 項目 1 項目 0 項目 11 項目 
順調、概ね順調（91%） やや遅れている、遅れている（9%）  

28 2 項目 8 項目 1 項目 0 項目 11 項目
順調、概ね順調（91%） やや遅れている、遅れている（9%） 

（評価に変動のあった施策） 
No. 施策名 評価 評価が変更となった理由

下
降
項
目

43
子育てと仕事の両立に 
関する法や制度の周知 
（男女平等参画課） 

Ａ ⇒Ｂ  
新たなる取組である介護に関する 
周知を実施できなかったため。 

46 延長保育事業 Ａ ⇒Ｂ  
27 年度、28 年度とも実施園数が 8園 

となっており、施策に進展がなかったため。 

（Ｃ 評価以下の施策） 
No. 施策名 評価 評価理由

49 乳児保育事業 Ｃ  
31 年度目標：実施園数 34 園 
28 年度：実施園数 22 園 

評
価 Ｂ  Ｂ 評価が 2項目増えたが、概ね順調に施策を実施できた。 
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基本目標 3：子どもの教育・保育環境を整備します 

（事業の評価） 

年度 Ａ（順調） B（概ね順調） C（やや遅れている） D（遅れている） 計 

27 
30 項目 6 項目 1 項目 0 項目 37 項目 
順調、概ね順調（97%） やや遅れている、遅れている（3%）  

28 33 項目 3 項目 1 項目 0 項目 37 項目
順調、概ね順調（97%） やや遅れている、遅れている（3%） 

（評価に変動のあった施策） 
No. 施策名 評価 評価が変更となった理由

上
昇
項
目

67 家庭教育相談等の開催 Ｂ ⇒Ａ  
27 年度：相談 42件 講演会 12回 
28 年度：相談 87件 講演会 13回 

69
青少年キャンプの 
利用促進 

Ｂ ⇒Ａ  
27 年度：利用者延べ 1,255 人 
28 年度：利用者延べ 2,251 人 

76 読書活動促進事業 Ｂ ⇒Ａ  
読み聞かせ会、スクールメール便が 

増加しているため。 

77
赤ちゃん、絵本の 
とびら事業 

Ｂ ⇒Ａ  
27 年度：パック配布数 644 セット 
28 年度：パック配布数 1,212 セット 

82 性教育協議会への補助 Ｂ ⇒Ａ  
27 年度：講演 1回 参加人数 60人 
28 年度：講演 5回 参加人数 1,353 人 

下
降
項
目

60 教育施設整備 Ａ ⇒Ｂ  一部、補助金の採択が遅れたため。 

71
児童の体験教室事業 
（科学センター） 

Ａ ⇒Ｂ  開催回数と利用者数がやや減少しているため。

（Ｃ 評価以下の施策） 
No. 施策名 評価 評価理由

70 リーダー養成事業 Ｃ  
31 年度目標：登録者数 250 人 
28 年度：登録者数 171 人 

評
価 Ｂ  Ａ 評価が３ 項目増え、概ね順調に施策を実施できた。 
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基本目標 4：子ども・子育てを地域で支えあう環境をつくります 

（事業の評価） 

年度 Ａ（順調） B（概ね順調） C（やや遅れている） D（遅れている） 計 

27 
25 項目 6 項目 2 項目 1 項目 34 項目 
順調、概ね順調（91%） やや遅れている、遅れている（9%）  

28 27 項目 6 項目 1 項目 0 項目 34 項目
順調、概ね順調（97%） やや遅れている、遅れている（3%） 

（評価に変動のあった施策） 
No. 施策名 評価 評価が変更となった理由

上
昇
項
目

85 地域子育て支援事業 Ｃ ⇒Ｂ
27 年度：登録世帯数 2,180 世帯 
28 年度：登録世帯数 2,383 世帯 

92
児童センター 
の利用促進 

Ｃ ⇒Ａ
27 年度：利用者 89,439 人 
28 年度：利用者 118,738 人 

93 放課後子ども総合プラン Ｄ ⇒Ｃ
27 年度：モデル校選定協議開始 
28 年度：モデル校の選定協議継続 

106 交通安全教室 Ｂ ⇒Ａ
27 年度：347回 
28 年度：354回 

115
「子ども SOSの家」 

運動の推進 
Ｂ ⇒Ａ

27 年度：配布枚数 9,000 枚 
28 年度：配布枚数 9,104 枚 

下
降
項
目

94 青少年課委員委嘱事業 Ａ ⇒Ｂ
講習会回数が 27年度、28年度ともに 
1 回となっており、進展がなかったため。 

（Ｃ 評価以下の施策） 
No. 施策名 評価 評価理由

93 放課後子ども総合プラン Ｃ  
31 年度目標：モデル実施校を 2 ヵ所選定し、実施 

28 年度：モデル実施校の選定継続 

評
価 Ｂ  Ｃ 評価があるものの、Ａ評価が 2項目増え、概ね順調に施策を実施できた。 
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基本目標 5：一人ひとりの子どもの特性配慮したきめ細かな支援をします 

（事業の評価） 

年度 Ａ（順調） B（概ね順調） C（やや遅れている） D（遅れている） 計 

27 
26 項目 3 項目 1 項目 0 項目 30 項目 
順調、概ね順調（97%） やや遅れている、遅れている（3%）  

28 26 項目 3 項目 1 項目 0 項目 30 項目
順調、概ね順調（97%） やや遅れている、遅れている（3%） 

（評価に変動のあった施策） 
No. 施策名 評価 評価が変更となった理由

上
昇
項
目

117
要保護児童 
対策地域協議会 

Ｂ ⇒Ａ  
27 年度：会議 61回開催、対象児童数 145 人 
28 年度：会議 82回開催、対象児童数 205 人 

141 保育所等訪問支援事業 Ｂ ⇒Ａ  
27 年度：85 回（支援人数：10人） 
28 年度：167回（支援人数：23人） 

下
降
項
目

119
児童虐待防止 
の出前講座 

Ａ ⇒Ｂ  
27 年度：児童虐待出前講座 3回、子育て講座 7回
28 年度：児童虐待出前講座 7回、子育て講座 0回

123
民間シェルター 
への支援 

Ａ ⇒Ｂ  
新たな検討事項である運営費 
の補助までに至らなかったため。 

（Ｃ 評価以下の施策） 
No. 施策名 評価 評価理由

133
障がい児の通所支援 
（発達支援課） 

Ｃ  
31 年度目標：月平均利用回数 4 回 

28 年度：月平均利用回数  
未就学児 1.6 回 就学児 1.8 回 

評
価 Ｂ  引き続き、概ね順調に施策を実施できた。 


